
 
 
 
 
 

公立入試について 

★令和９年度公立高校入試関連情報（７月現在） 
     
     1.入試日程  

・推薦入試：2月９日（火） 学力検査：３月３日（水） 

追検査：３月１０日（水） 合格発表：３月１６日（火）  
 
 
     2.入試問題（一般入試）  

・全道共通問題 

・5教科 各 100点 合計 500点満点 各 50分 

・英語の聞き取りテストは配点が例年 30～35％程度。 

・解答用紙は、A3版 
 

         ３.推薦入試（自己推薦） 

・推薦を実施する高校は、スクールポリシーと「入学者の受け入れに関する方針（アドミッションポリシー）」などと「推薦枠

（％程度）」や「入試方法」を決めて公表します。 

→ 北海道教育委員会、札幌市教育委員会、各高校のホームページにて掲載されます。 

・出願者は、各高校が示すスクールポリシーを読んで、自身が「受け入れの方針」に合致しており、「自己推薦」に値すると

判断した場合に、「自己推薦書」を作成して願書とともに提出します。 

・選抜方法は、「自己推薦書」の内容や「面接」の結果、個人調査書（中学校の評定等が記載されたもの）をもとに行われ

ますが、それ以外の方法を加える高校もあります。（英語の聞き取りテスト、英語の問答や適性検査など） 
 
 

４.定時制で自己推薦による推薦入試を実施 

・石狩学区では、札幌東、札幌西、札幌南、札幌北、札幌月寒、札幌琴似工業、市立大通の各校で、定員の 30％程度を上

限として実施します。 
 
 

     ★学校裁量について★ 
      

202７年度公立高校入試の学校裁量の実施予定（概要）が北海道教育委員会のホームページで公開されています。 

学校裁量とは、各高校が独自で決める選抜方法のことです。かつては、学校裁量問題を採用する学校がありましたが、

2022年度から廃止され、問題は全道共通となりました。 

学校裁量のおもな内容は、推薦入試の有無や方法、一般入試での面接の有無や方法（個人面接か集団面接か）、特定の

教科を重く扱う傾斜配点、一般入試の複数尺度による選抜（30％枠）での重視の比率などの項目があり、一覧表で発表され

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校・学科 
教科（倍率） 

例：1.5倍＝150点 2.0倍＝200点 

札幌北・普通科 数・英（2.0倍） 

札幌啓成・理数科 数・理・英（1.5倍） 

札幌国際情報・国際文化科 英（2.0倍） 

千歳・国際教養科 英（1.5倍） 

市立札幌旭丘・ 

数理データサイエンス科 
数・理（2.0倍）、英（1.5倍） 

市立札幌清田・ 

普通科グローバルコース 
英（2.0倍） 

＊傾斜配点を行う学校・学科と教科（石狩学区公立高等学校・札幌市立高等学校） 

 

札幌市立厚別南中学校 

第１３号 

202６.７.２２（水）発行 

◆進路だよりと一緒に 

「令和９年度公立高等学校入学者選抜における学校裁量についての実施予定一覧表」を配付しています。 

こちらは北海道教育委員会、札幌市教育委員会のホームページのからご覧になることができます。 

 

進路だより QR コード 



進路だより１３号【別添資料①】※ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



進路だより１３号【別添資料②】 


